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韓国国際大学校　日本からの交換留学生　鐘ヶ江(かねがえ)　和真(かずま)氏

“韓国人の温かい「情」心に込めて帰ります”

地震被災者助けに感動

“韓国人の温かい「情」心に込めて帰ります”
韓国国際大学校の日本からの交換留学生　鐘ヶ江(かねがえ)和
真(かずま)（20）氏は、“多くの韓国の方々が心より日本を心
配し、応援してくれて本当に有難い”と話した。
　去る11日、日本史上最悪の強震が発生、国内に滞在中の日本
人の多くは、自国の惨事の報道に大きな衝撃を受けた。
　1年間の交換留学期間を終えて22日帰国を控えている和真氏も
同じように衝撃を受けた。“とても心が痛みました。火山と地
震には慣れている日本ではあるが、今回の場合は乗り切ること
ができない大変な災難でしたので。”
　地震発生の知らせを聞いて、彼も国際電話で家族と友人の安
否を確認した。和真氏の故郷は地震の被害がほとんどない日本
の南部、九州である。地震が発生した東北地方とは、かなり距
離が離れていて海岸に弱い津波が観測されただけで、幸いに被
害はなかった。
　彼は、“被災で苦しんでいる母国の皆さんを思うと、心が痛
い”と話した。津波に続き、福島原発の放射能漏れに対する恐
怖が日本全域を襲ったことも心配だった。
　そんな思いをしている和真氏に、韓日間の暗い歴史にも関わ
らず自発的に日本を助ける活動に動き出した韓国人の姿は、大
きな感動を与えた。和真氏は、去る17日、晋州市内の歩行者天
国通りにて、韓国国際大学校学生会と社会福祉学科の学生達が
自主的に立ち上げた「日本震災地への義援金募金活動」に参加
した。“日本、ヒムネセヨ（頑張れ）！”と書かれたポスター
を見た時には、涙が出そうになったという。
　和真氏は、日本の長崎国際大学で社会福祉学を専攻、2年生に
なる去年の2月に韓国へ留学した。来た時から周りの韓国の友達
とは仲良く過ごすことができた。彼は、日本に帰って、社会福
祉士資格取得と韓国語能力3級試験を受ける予定だという。しか
し、韓国と“さようなら”ではないと話した。長崎国際大学を
卒業後は、再び韓国国際大学校の社会福祉大学院の進学を考え
ている。
　和真氏は、“諸先生方、韓国語の先生、そして友達、皆さん
本当に有難うございました。卒業したらまた来ます”とお別れ
の言葉を告げ、淋しさを隠せなかった。
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